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明け方，地鳴りのような音がしてグラグラッと縦に揺れた．家が倒れかかっ

てくるのがはっきりとわかった．すごい恐怖である．飛行機が落ちたのではな

いかと思った人もいる．夫は妻を体でかばいながら，子どもの安否を大声で確

かめる．もちろん，その余裕すらなかった人も多い．暗闇のなか，倒れかかっ

たものを必死で押しのけ，家族を助け，外へ脱出する．薄明かりのもと，周囲

の家は1階がつぶれ家と家がグシャッと寄り添うようになっている．

すぐに近所の人と安否を確認し合い，埋まっている人の救出にあたる．つぶ

れた家のなかに，隙間をさがし，かきわけながら入って行く．中は暗い．いつ

余震が来てつぶされるかわからない恐怖と闘いながら，協力して作業を進める．

さらに，2階から瓦礫を取り除きながら階下に掘り下げる．手作業では遅々と

して進まない．軍手，ノコギリ，バール，簡易ジャッキ，懐中電灯がほしい．

火が迫ってくるのを確かめながらの作業になるところも．救急や消防や警察が

早く来てくれないかと切に思うが来てはくれない．轟音を立てて飛び回るだけ

のマスコミのヘリコプターへの怒り．助けられた人も多いが，遺体で掘り出さ

れる人も数多い．

指定の学校避難所には直後から人が集まってきた．門を乗り越え，ガラス戸

を破ってなかに入る．駆けつけた何人かの学校の教職員が受け入れ態勢づくり

に奔走する．被災者の有志がそれを助ける．学校に人があふれてくる．あふれ

た人は，保育所や福祉センター，寺社や教会にも殺到し，さらに公園や空き地

にテントを立てる．

ここでは，こうした震災直後の救助と避難の実像を解明する．

第1章「地方自治体の消防，救助活動」（奥田）は，芦屋市が地震直後から消

防，救助においてどのように動いたかが詳細にとらえられている．市長をはじ

めとする幹部の初動，そして，7割が市外に住んでいる職員の出勤状況．それ

から，消火活動と救助・救急活動の個々の事例が記録されている．そこには，

他市からの救援がいかに大きな力であったかをはじめ，今後のさまざまな課題

が示されている．

第2章「町内における救助と避難の実状」（岩崎ほか）は，長田区鷹取の火災

で全焼となった2つの町内における近隣相互救助と避難経路の調査研究である．
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53件の聞き取りのなかから23件の救助・被救助事例を分析し，被災者の語りの

なかから近隣のつながり，近くの空き地や施設，救助道具や指導者の重要性を

整理している．兵庫県の清原桂子生活復興局長は，瓦礫の下から救助されたの

は1万8,000人でありそのうち1万5,000人が一般市民による救助であると語って

いる（1998年6月28日NHK放映の防災シンポジウム）が，その実際の現場の様子が

克明にとらえられているのである．また，1年間の避難経路を類型化し，それ

ぞれの事例を示し，親戚への避難の場合はその属性を分析することによって，

日頃の親戚ネットワークのありようがとらえられている．

第3章「避難行動の地域的展開と避難所形成」（小林ほか）は，地震後の3月

における灘区の19の指定避難所を含む68か所全部の避難所聞き取り調査を踏ま

えて，火災や東灘区のタンクからのガス漏れ情報などによって被災者がどのよ

うに動いたか，北部，中部，南部ごとの避難所の形成のされ方，地域における

指定避難所とその周辺の多様な避難所の配置と連絡状況がとらえられている．

行政区全体の避難状況を把握した数少ない研究成果である．

第4章「震災後の被災者の移動・移転」（荻野ほか）は，地震当日から約7か

月間の被災者の避難地・居住地の移動を調査分析したものである．被災地のサ

ーベイ調査において何よりもむずかしいのは，対象被災者を確定して回答を得

るという基本の作業である．ここでは，神戸市在住者にたいして知人の伝をた

どっていく「雪だるま式抽出法」と「街頭面接的方法」が併用されている．直

後に避難所へ避難した者は全体の36％と示されているが，避難した者のなかで

言えば約55％であり，兵庫県資料による小中学校避難所への避難割合55―60％

とほぼ符合している（山崎 1995）．そして，ライフラインの復旧にともなって

自宅に戻る動きが生じたが，その比率が被害度によって大きく異なること，と

くに全壊は7か月後においても3割ほどであり，全壊家庭の復興の困難が明示さ

れている．

地理学の分野では，山崎（1995），建築学の分野では，柏原ほか（1998）があ

る．
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